
特 集

祝！創立70周年

鳥取大学のこれまでとこれから

記念酒造りプロジェクト！

大学時代にしかできない冒険に挑む！

世界のスポーツ・健康文化論
「世界の広さと多様性を知る事と感じる事、そして考える事の大切さ」教養の場

新任教員
紹介 工学部機械物理系学科・農学部共同獣医学科

書を携えて町に出よう。
医療現場は、町の中にあるのだから。

社会
貢献

地域学部地域学科国際地域文化コース
東アジア歴史文化

話題の
研究室

鳥取
大学
は、今年

で創立70周年を迎えます！

トリカツ！
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地
域
を
大
切
に
し
な
が
ら

発
展
し
続
け
て
き
た
鳥
大
の
70
年

　
「
令
和
」と
い
う
新
し
い
時
代
に
な
っ
た
今

年
、本
学
も
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
た
。

昭
和
24（
1
9
4
9
）年
5
月
、
5
つ
の
高
等

教
育
機
関
が
統
合
さ
れ
た「
鳥
取
大
学
」が

誕
生
し
て
か
ら
70
年
が
た
っ
た
の
で
あ
る
。

国
が
国
立
学
校
設
置
法
を
施
行
し
た
こ
と
か

ら
国
立
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
本
学
は
、

そ
れ
か
ら
長
い
時
間
を
か
け
て
、
鳥
取
県
の

最
高
学
府
と
し
て
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

　

当
時
か
ら
医
学
部
は
米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
り
、
ほ
か
の
学
部
は
鳥
取
市
内
の
各
所
に

点
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
現
在
の
鳥
取
キ
ャ

ン
パ
ス（
湖
山
町
）統
合
移
転
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
41（
1
9
6
6
）年
の
こ
と
。
写
真（
2

ペ
ー
ジ
・
右
上
）を
見
る
と
、
植
樹
さ
れ
た
ば

か
り
の
木
々
が
ま
だ
小
さ
く
、
遠
く
の
校
舎

も
一
望
で
き
る
の
が
印
象
的
だ
。
こ
の
時
代

に
鳥
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
校
生
活
を
送
っ
た

卒
業
生
ら
は
、
校
舎
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
高
さ

に
成
長
し
た
現
在
の
ケ
ヤ
キ
や
ク
ロ
マ
ツ
に

驚
く
と
い
う
。

　

本
学
は
開
学
当
初
か
ら
地
域
や
地
元
企
業

と
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
産
官
学
が
共
同

し
て
、
地
域
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
今
も

継
続
さ
れ
て
お
り
、
特
に
県
の
特
産
品
で
あ
る

梨
栽
培
や
品
種
改
良
、
菌
類
き
の
こ
等
の
研
究

は
、
県
内
の
産
業
を
支
え
て
き
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
農
学
部
の
前
身
で
あ
る
旧
制
高
等
農

林
学
校
時
代
か
ら
続
く
砂
丘
地
開
発
研
究

は
、
今
や
乾
燥
地
研
究
と
し
て
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
ほ
ど
に
発
展
し
て
い
る
。
平
成
16

（
2
0
0
4
）年
4
月
に
は
、
教
育
地
域
科
学

部
が
改
組
さ
れ「
地
域
学
部
」が
設
置
さ
れ

た
。
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
た
動
き
で
あ
り
、

鳥
取
と
い
う
地
方
都
市
な
ら
で
は
の
特
色
を

生
か
し
た
学
び
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
教
育
・
研
究
は
全
国
の
高
校
生
か
ら
、

「
鳥
取
大
学
で
学
び
た
い
」と
熱
い
視
線
を
送

ら
れ
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
で
、

新
時
代
を
歩
む
勇
気
に
変
え
る

　

創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
11
月
21

日
に
鳥
取
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
記
念
式
典
を

開
催
す
る
。
式
典
後
は
、
元
文
化
庁
長
官
の

林
田
英
樹
氏
を
お
招
き
し
記
念
講
演
を
行
う

予
定
で
、
そ
の
後
祝
賀
会
へ
と
移
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
記
念
事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
50
周
年
に

発
刊
し
た『
鳥
取
大
学
五
十
年
史
』を
基
に
、

そ
こ
か
ら
20
年
の
あ
ゆ
み
を
加
え
た『
七
十
年

史
』を
今
年
度
末
に
発
刊
す
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
学
生
に
よ
る
企
画
も
催
さ
れ
た
。

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
は
昨
年
1
年
を
か
け
て

「
鳥
取
大
学
70
周
年
記
念
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
、
四
季
折
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

写
真
を
募
集
。
在
学
生
、
卒
業
生
、
地
域
の

方
な
ど
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
を
投
票
で
12

枚
に
絞
り
、
入
選
写
真
で
2
0
1
9
年
度
の

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

を
制
作
し
た
。
新

入
生
全
員
に
配
布

し
た
と
こ
ろ
大
好

評
で
、
保
護
者
か
ら

も
問
合
せ
が
あ
っ

た
ほ
ど
だ
と
い
う
。

　
「
山
陰
」「
鳥
取
」と
い
え
ば
、
へ
ん
ぴ
な
地

方
都
市
と
思
わ
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
一
度
そ

の
良
さ
を
実
感
す
る
と
、
学
び
や
す
く
暮
ら

し
や
す
く
、
学
生
た
ち
は
本
学
な
ら
で
は
の

「
地
」と「
知
」の
利
を
生
か
し
て
豊
か
な
感
性

を
持
っ
た
人
間
へ
と
成
長
し
て
い
る
。
変
化

ス
ピ
ー
ド
が
早
い
現
代
社
会
で
は
あ
る
が
、
変

化
を
恐
れ
ず
、
時
に
は
根
底
に
存
在
す
る
普
遍

的
な「
鳥
大
ら
し
さ
」を
確
か
め
な
が
ら
新
し

い
時
代
を
歩
み
た
い
。

現在の鳥取キャンパス正門。
木々が大きく成長。コンクリートタイル敷きで歩きやすい。

今から53年前、竣工したばかりの鳥取キャンパス。
緑がまだ少なく、閑散としている。2019 1966

鳥取大学創立から70年。過去の周年史を開くと、時代時代のキャンパスが
鮮やかによみがえります。今回の特集は、前半に本学のあゆみと予定され
ている記念事業を、後半は農学部学生と教職員が1年半かけて取り組んだ
「記念酒造りプロジェクト」をご紹介します！

鳥取大学の
これまでとこれから

鳥取大学の
これまでとこれから

特 集 祝！ 創立70周年祝！ 創立70周年

医療技術短期大学部（1975年）医療技術短期大学部（1975年） 連合農学研究科入学式（1989年）連合農学研究科入学式（1989年）鳥取大学前駅開業（1995年）鳥取大学前駅開業（1995年） 移転時の工学部（1966年）移転時の工学部（1966年） 第1回入学式（1949年）第1回入学式（1949年）

砂丘利用研究施設（1963年）砂丘利用研究施設（1963年）医学部 内科臨床講義（1949年）医学部 内科臨床講義（1949年）農学部正門（1952年）農学部正門（1952年）

▼1969年3月、本学で起こった大学紛争により荒廃した本部建物裏。まだ
新しいはずの建物の窓は半分ほどが割れている。本部の封鎖は50日余
りに及んだという。

▼美しいキャンパス12景の写真が話題を呼んだ
創立70周年記念カレンダー。
　※非売品。現在在庫はありません。鳥取大学の沿革

年月 事　　　　　　　　　　　項
米子医科大学・米子医学専門学校・鳥取農林専門学校・
鳥取師範学校及び鳥取青年師範学校を包括して鳥取
大学（学芸学部、医学部、農学部）を設置
医学研究科（博士課程）を設置
農学部に附属砂丘利用研究施設を設置（平成2年組織転換）
工学部を設置
学芸学部を教育学部に改称
鳥取キャンパス統合移転 （事務局、学生部、教育学部、
工学部、附属図書館が、鳥取市立川町5丁目から、農学
部が鳥取市吉方から、鳥取市湖山町（現在地）に移転）
農学研究科（修士課程）を設置
教養部を設置（平成7年廃止）
工学研究科（修士課程）を設置
医療技術短期大学部を併設（平成14年廃止）
鳥取大学紋章の決定
連合農学研究科（博士課程）を設置
乾燥地研究センター（全国共同利用施設）を設置
教育学研究科（修士課程）を設置
医学研究科（博士課程）を
医学系研究科に名称変更、修士課程を増設
工学研究科（修士課程）を
博士課程（前期課程・後期課程）に改組
JR山陰線 鳥取大学前駅が開業
乾燥地研究センターにアリドドーム竣工
教育学部を改組・転換し、
教育地域科学部を設置
広報誌「風紋」創刊
国立大学法人鳥取大学設立
（国立大学法人法の施行）
教育地域科学部を改組・転換し、地域学部を設置
地域学研究科を設置（教育学研究科を改組）
シンボルマーク・イメージキャラクター「とりりん」制定

持続性社会創生科学研究科を設置
（地域学研究科［修士課程］、工学研究科［博士前期課程］、
農学研究科［修士課程］を改組・転換）
鳥取大学・岐阜大学共同獣医学研究科（博士課程）を設置

5月

4月

4月
4月
8月

4月

4月
4月
12月
4月
6月
4月

7月
7月
4月

10月
4月

4月
6月

4月

4月

1949（昭和24）年

1958（昭和33）年

1965（昭和40）年
1966（昭和41）年

1967（昭和42）年

1974（昭和49）年
1975（昭和50）年
1985（昭和60）年
1989（平成 元）年
1990（平成 2）年
1994（平成 6）年

1995（平成 7）年
1997（平成 9）年
1999（平成11）年

2000（平成12）年
2004（平成16）年

2007（平成19）年
2008（平成20）年

2017（平成29）年

2019（平成31）年

◀シンボルマーク

◀イメージキャラクター　
　「とりりん」

▼広報誌「風紋」
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山口 武視  副学長
や まぐ ち  た け し

農学部附属
フィールドサイエンスセンター教授

時
代
を
拓
く
大
学
で
あ
る
よ
う
に

新
し
い
門
出
を
祝
う
特
別
な
一
本

　

例
年
以
上
の
猛
暑
続
き
や
ス
ズ
メ
被
害
等

そ
の
ほ
か
幾
つ
も
の
試
練
に
襲
わ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
な
ん
と
か
乗
り
越
え
、
迎
え
た
収
穫

の
秋
。
目
標
の
1
ト
ン
に
は
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
、
約
9
0
0
㎏
の
酒
米
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
。

　

酒
米
は
早
速（
有
）山
根
酒
造
場
に
届
け
ら

れ
、
い
よ
い
よ
酒
造
り
。
代
表
取
締
役
社
長
の

山
根
正
紀
さ
ん
は
、「
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命

育
て
た
酒
米
。
酒
造
り
で
も
人
間
臭
い
こ
と

を
し
た
ら
、
も
っ
と
面
白
い
も
の
が
で
き
る
は

ず
」と
酒
蔵
に
学
生
た
ち
を
招
き
、
昔
な
が
ら

の
酒
母
の
製
法「
生
酛（
き
も
と
）造
り
」の
作

業
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
た
。
自
分
た
ち
が
育

て
た
酒
米
が
蔵
元
で
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

を
見
る
機
会
は
そ
う
そ
う
な
い
。こ
れ
は
、「
若

い
人
た
ち
に
日
本
酒
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
い
う
山
根

さ
ん
の
粋
な
計
ら
い
だ
。

　

さ
て
、
あ
と
は
出
荷
を
待
つ
ば
か
り
の
記

念
酒
は
、
中
島　

光
学
長
に
よ
っ
て
素
晴
ら

し
い
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
名
も「
鳥
大

古
希
新（
こ
き
あ
ら
た
）」。本
学
の
70
周
年（
古

希
）を
祝
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

11
月
21
日
に
催
さ
れ
る
記
念
式
典
で
の
お
披

露
目
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
味
と
香
り

が
実
に
楽
し
み
だ
。「
オ
ー
ル
鳥
大
」で
出
来

上
が
っ
た
記
念
酒
は
き
っ
と
、
関
わ
り
の
あ

る
す
べ
て
の
人
に
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
特
別
な
味
わ
い
を
届
け
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

鳥
大
が
絶
滅
を
救
っ
た
幻
の
酒
米
で

唯
一
無
二
の
記
念
酒
を
造
ろ
う
！

　

記
念
酒
造
り
は
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
春
か
ら
本
格
始
動
し
た

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
鳥
取
県
原
産
の
酒
米

「
強
力（
ご
う
り
き
）」を
本
学
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
圃
場
で
栽
培
し
、
地

元
の
酒
蔵
・（
有
）山
根
酒
造
場
の
協
力
を
仰

ぎ
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
本
学
創
立
70
周
年

を
お
祝
い
す
る
日
本
酒
を
造
ろ
う
と
い
う
も

の
。
発
案
は
、
記
念
事
業
を
取
り
仕
切
る
山
口

武
視
副
学
長
だ
。

　

強
力
は
独
特
の
風
味
と
コ
ク
を
持
っ
た
銘

酒
が
で
き
る
酒
米
だ
が
、
稲
の
丈
が
高
く
、
米

も
大
粒
で
あ
る
こ
と
か
ら
倒
れ
や
す
く
、
栽

培
の
難
し
さ
か
ら
昭
和
29
年
に
生
産
が
途
絶

え
た
。
し
か
し
そ
の
種
も
み
を
本
学
農
学
部

が
保
存
・
栽
培
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
復

活
に
大
き
く
貢
献
し
た
歴
史
が
あ
る
。
山
口

副
学
長
は
、「
い
つ
か
何
か
の
記
念
の
時
に
強
力

で
酒
造
り
が
で
き
た
ら
」と
、
長
年
こ
の
企
画

を
温
め
て
き
た
の
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
に
当
た
り
、こ
だ
わ
っ

た
の
は
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。
第
1
は
、
幻
の

酒
米
・
強
力
を
育
て
る
こ
と
。
第
2
に
、
記
念

酒
造
り
に
学
生
が
関
わ
る
こ
と
。「
大
学
に

と
っ
て
学
生
は
宝
。
彼
ら
が
一
生
懸
命
作
っ

た
も
の
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
た
い
」と

考
え
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
第
3
に
、
稲
作
が

専
門
の
副
学
長
自
身
が
手
が
け
て
い
る
、
再

生
紙
マ
ル
チ
に
よ
る
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料

で
酒
米
を
栽
培
す
る
こ
と
だ
。

　

昨
年
春
に
田
植
え
。
再
生
紙
マ
ル
チ
に
よ
り

雑
草
が
抑
制
さ
れ
、
強
力
栽
培
は
好
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夏
に
は
、
台
風
襲
来
や

悪
天
候
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
倒
れ
や
す
い
強

力
を
心
配
し
て
皆
が
一
喜
一
憂
。
山
口
副
学

長
も
、
嵐
の
た
び
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
田

ん
ぼ
を
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
。
幸
い
に
も
、

無
化
学
肥
料
・
浅
水
で
栽
培
し
て
い
た
た
め

強
力
の
稲
が
丈
夫
に
成
長
し
て
お
り
、
被
害

は
最
小
限
で
済
ん
だ
。

70周年にふさわしい日本酒に仕上げるため、(有)

山根酒造場さんはあえて、酵母を培養する作業

において伝統的な製法「生酛（きもと）造り」を選

択。桶に入れたお米を櫂ですりつぶす「山卸」と

いう作業を体験させてくれました。これがなか

なかの重労働！ でも酒造りの苦労や杜氏さんの

思いを知り、完成が余計に楽しみになりました。

「強力」という酒米の種もみを育苗箱にまき、苗

になるまで育成します。生育に差が出ないよう、

土の盛り具合を均等にするのが難しかった！

▲

 田んぼに肥料としてチッ素を入れると稲は大
きく育つが茎が弱く、倒れやすくなる。浅水・
無肥料にしたことでケイ素が増えて茎が強く
なり、数度の台風に耐えることができた。

記
念
酒
造
り

酒
米
の
品
種
も
、
栽
培
方
法
も
、
作
っ
た
人
も

「再生紙マルチ」による田植え＆栽培

「再生紙マルチ」は、土の上に再生紙を敷きながら田

植えをすることで日光を遮断し、雑草の成長を抑制

する農法。鳥大が開発した技術で、現在全国各地

に普及しています。再生紙はセルロースだから50日

ほどで分解、ビニールマルチのように後で回収する

必要がありません。また、専用の再生紙は地元企業

の三洋製紙(株)さんで製造されているんですよ。

鳥大が守り続けた幻の酒米「強力」
ごうりき

鳥取県原産で、大正時代は奨励品種で

あった「強力」は、稲の背丈が140㎝を超

え、大粒で育成が難しいことから戦後ま

もなく栽培が途絶えました。しかし、そ

の種もみを我が鳥大農学部だけが保管し

ていたことから復活！ 現在、鳥取県内に

しか流通していない、地域を代表するブ

ランド酒米なのです。

機械が入れない所は

鎌で刈り取りました

1本ずつ丁寧に瓶詰めされ、ラベルも手作業で貼り付けられ

るそうです。720ml入り、限定1,000本ができあがりました。

鳥大の知恵と勇気と希望が詰まった日本酒です。

オール鳥大の記念酒、ついに完成！6

酒造りを体験 5

稲刈り・乾燥・精米

田植え同様、三菱マヒンドラ農機

(株)さんにお世話になりコンバイ

ンで刈り取り。授業では手作業で

したが、コンバインはパワフルで

効率的。機械化の重要性を実感で

きました。約900㎏を収穫、もみ

はすぐに乾燥機へ。もみ殻を取っ

て玄米に仕上げた後は、地元の酒

蔵・(有)山根酒造場さんへバトン

タッチ、いよいよ酒造りです。

4

田んぼの管理

再生紙マルチが浮かないよう、そ

して稲が丈夫になるよう浅水が基

本。台風襲来や悪天候にも見舞わ

れてハラハラしたけど、おかげで

稲はほとんど倒れませんでした。

3

無事に生育した苗を田ん

ぼに植え付けます。三菱

マヒンドラ農機(株)さんの

ご協力により、私たち学生

は機械による田植えを体

験することができました。

田植え2

酒米の苗を育成 1

オール
鳥大

POIN
T

オール
鳥大

POIN
T

完全無農薬・

無化学肥料で栽培！

2人で息を合わせ、

ひたすらすりつぶし

ぜ
ー
ん
ぶ「
メ
イ
ド
イ
ン
鳥
大
」の
取
り
組
み
で
す
！
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時
代
を
拓
く
大
学
で
あ
る
よ
う
に

新
し
い
門
出
を
祝
う
特
別
な
一
本

　

例
年
以
上
の
猛
暑
続
き
や
ス
ズ
メ
被
害
等

そ
の
ほ
か
幾
つ
も
の
試
練
に
襲
わ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
な
ん
と
か
乗
り
越
え
、
迎
え
た
収
穫

の
秋
。
目
標
の
1
ト
ン
に
は
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
、
約
9
0
0
㎏
の
酒
米
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
。

　

酒
米
は
早
速（
有
）山
根
酒
造
場
に
届
け
ら

れ
、
い
よ
い
よ
酒
造
り
。
代
表
取
締
役
社
長
の

山
根
正
紀
さ
ん
は
、「
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命

育
て
た
酒
米
。
酒
造
り
で
も
人
間
臭
い
こ
と

を
し
た
ら
、
も
っ
と
面
白
い
も
の
が
で
き
る
は

ず
」と
酒
蔵
に
学
生
た
ち
を
招
き
、
昔
な
が
ら

の
酒
母
の
製
法「
生
酛（
き
も
と
）造
り
」の
作

業
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
た
。
自
分
た
ち
が
育

て
た
酒
米
が
蔵
元
で
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か

を
見
る
機
会
は
そ
う
そ
う
な
い
。こ
れ
は
、「
若

い
人
た
ち
に
日
本
酒
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
い
う
山
根

さ
ん
の
粋
な
計
ら
い
だ
。

　

さ
て
、
あ
と
は
出
荷
を
待
つ
ば
か
り
の
記

念
酒
は
、
中
島　

光
学
長
に
よ
っ
て
素
晴
ら

し
い
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
名
も「
鳥
大

古
希
新（
こ
き
あ
ら
た
）」。本
学
の
70
周
年（
古

希
）を
祝
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
1
0
0

年
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

11
月
21
日
に
催
さ
れ
る
記
念
式
典
で
の
お
披

露
目
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
味
と
香
り

が
実
に
楽
し
み
だ
。「
オ
ー
ル
鳥
大
」で
出
来

上
が
っ
た
記
念
酒
は
き
っ
と
、
関
わ
り
の
あ

る
す
べ
て
の
人
に
こ
れ
ま
で
感
じ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
特
別
な
味
わ
い
を
届
け
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　僕はこの記念酒造りプロジェクトに、後輩た
ちのティーチング・アシスタントという形で参
加しました。作業は主に、3年生（現4年生）が
担当。授業で米づくりの実習を経験している
ので、みんな基本的な流れは理解していました
が、今回大きく違ったのは「強力」という酒米
であることと、田植えと稲刈りを機械で行った
ことです。
　「強力」は、一時作る人がいなくなってしまっ
たほど栽培が難しい酒米。稲の背丈が高いため、
みんなも刈り取りやその他の作業に苦労して
いましたが、授業で学んだことを生かしたり、
作業をライン化して効率を上げたり、工夫して
頑張っていた姿が印象に残っています。「さす
が農学部の学生」と感じました。

　また、再生紙マルチ専用田植機の使用や汎用
コンバインでの稲刈りは、記念酒造りだからこ
そできた貴重な経験でした。農業における機
械化の重要性を実感できたのではないでしょ
うか。
　県内の各酒蔵が出している「強力」はどれも
スッキリした辛口のお酒ですが、記念酒はどん
な味に仕上がるのか、自分も関わっただけにと
ても楽しみ。早く飲んでみたいし、帰省の際に
は家族にもプレゼントしたいですね。
　僕は自身の研究でも「強力」を栽培している
ことから、酒米づくりにはかなり興味を抱いて
います。これを仕事にできるかどうかは分か
りませんが、いつか酒米や日本酒造りに関わる
ことができたらいいなと思っています。

母校の創立を祝う記念酒造りに携われたことは
二度とない貴重な経験であり、僕たちの誇りです。

鳥
大
が
絶
滅
を
救
っ
た
幻
の
酒
米
で

唯
一
無
二
の
記
念
酒
を
造
ろ
う
！

　

記
念
酒
造
り
は
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
春
か
ら
本
格
始
動
し
た

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
鳥
取
県
原
産
の
酒
米

「
強
力（
ご
う
り
き
）」を
本
学
フ
ィ
ー
ル
ド
サ

イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
圃
場
で
栽
培
し
、
地

元
の
酒
蔵
・（
有
）山
根
酒
造
場
の
協
力
を
仰

ぎ
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
本
学
創
立
70
周
年

を
お
祝
い
す
る
日
本
酒
を
造
ろ
う
と
い
う
も

の
。
発
案
は
、
記
念
事
業
を
取
り
仕
切
る
山
口

武
視
副
学
長
だ
。

　

強
力
は
独
特
の
風
味
と
コ
ク
を
持
っ
た
銘

酒
が
で
き
る
酒
米
だ
が
、
稲
の
丈
が
高
く
、
米

も
大
粒
で
あ
る
こ
と
か
ら
倒
れ
や
す
く
、
栽

培
の
難
し
さ
か
ら
昭
和
29
年
に
生
産
が
途
絶

え
た
。
し
か
し
そ
の
種
も
み
を
本
学
農
学
部

が
保
存
・
栽
培
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
復

活
に
大
き
く
貢
献
し
た
歴
史
が
あ
る
。
山
口

副
学
長
は
、「
い
つ
か
何
か
の
記
念
の
時
に
強
力

で
酒
造
り
が
で
き
た
ら
」と
、
長
年
こ
の
企
画

を
温
め
て
き
た
の
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
に
当
た
り
、こ
だ
わ
っ

た
の
は
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。
第
1
は
、
幻
の

酒
米
・
強
力
を
育
て
る
こ
と
。
第
2
に
、
記
念

酒
造
り
に
学
生
が
関
わ
る
こ
と
。「
大
学
に

と
っ
て
学
生
は
宝
。
彼
ら
が
一
生
懸
命
作
っ

た
も
の
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
還
元
し
た
い
」と

考
え
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
第
3
に
、
稲
作
が

専
門
の
副
学
長
自
身
が
手
が
け
て
い
る
、
再

生
紙
マ
ル
チ
に
よ
る
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料

で
酒
米
を
栽
培
す
る
こ
と
だ
。

　

昨
年
春
に
田
植
え
。
再
生
紙
マ
ル
チ
に
よ
り

雑
草
が
抑
制
さ
れ
、
強
力
栽
培
は
好
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夏
に
は
、
台
風
襲
来
や

悪
天
候
に
も
見
舞
わ
れ
た
。
倒
れ
や
す
い
強

力
を
心
配
し
て
皆
が
一
喜
一
憂
。
山
口
副
学

長
も
、
嵐
の
た
び
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
田

ん
ぼ
を
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
。
幸
い
に
も
、

無
化
学
肥
料
・
浅
水
で
栽
培
し
て
い
た
た
め

強
力
の
稲
が
丈
夫
に
成
長
し
て
お
り
、
被
害

は
最
小
限
で
済
ん
だ
。

▲ 「山卸」は時間をおいて3回行われる、一日がかりの大
仕事。米をすりつぶすことで蔵の乳酸菌が入り込み、
味に奥行きが出るという。

小林 俊介  さん
こ ば や し  し ゅ ん す け

大学院持続性社会創生科学研究科 農学専攻　2年

記念酒『鳥大古希新』
こきあらた

味わってみた
い！

販売価格には70周年記念
事業への寄付金が含まれます。

数に限りがあるのでお早めに！

■内容量：720ml
■アルコール度数：15度
■精米歩合：70%
■原料米：強力(鳥大産)

　学生支援センターは、いわば「学生のよろず相談所」です。充
実した授業・学生生活を送ることができるよう、さまざまなサ
ポートを行っています（右図）。また、身体障がい、発達障がい、
精神障がい、身体疾患など、障がい学生等に対する総合的支援
やコーディネートを行うことも重要な役割の一つです。
　支援を希望する場合は「支援申請書」をご提出ください。各学
部・その他関連機関と連携し、座席位置の配慮、配布資料の拡大
やPDF化、録音や板書撮影の許可などの修学支援を行います。
申請書はセンターや各学部教務係に置いているほか、年1回保
護者の方へ郵送しています。学生には平等に授業を受講する権
利があります。私たちは皆さんの“学ぶ意欲”を応援します。

高校までとは違う学修・生活環境、将来や就職活動に対する不安。そんな悩みを抱えていたら、
この2つのセンターがひと肌脱ぎます！ 何か困り事があったらまずはこちらへ足を運んでみてください。

　昨今の就職状況は売り手市場（学生有利）といわれていますが、
令和3（2021）年度卒業の学生から従来の就活スケジュールが廃止
され、通年採用への移行が予定されており、就活の早期化（場合に
よっては長期化）が進むと思われます。また、職業観養成等の観点
からインターンシップの重要性も増しています。
　キャリアセンターでは、社会人として自立することのできる能力を養
うキャリア教育を担うとともに、自己分析や仕事選びのアドバイス、イ
ンターンシップ、履歴書の書き方、面接練習等、就職活動に関する各
種相談を受け付けています。相談時間は1回40分、経験豊富な相談
員が丁寧に指導します。どうぞ遠慮なくキャリアセンターをご活用くだ
さい。（米子キャンパスでの対応の詳細は、学務課学生係でご確認ください）

キャリアセンター

学生支援センター

学生生活＆就職活動をガッチリ応援！

履歴書の
書き方や添削

就活へ向けた
面接練習

仕事選びの
アドバイス

サークル
活動のこと

奨学金
のこと

授業料免除
のこと

アルバイト
のこと

学習・単位
のこと

就職・進学
のこと

より良いキャンパスライフのために
悩みに寄り添って多面的にフォロー

「就職活動って何をすればいいの？」
気になったら1年生からでも相談OK ！

鳥大の学生サポート

『なんでも相談』
どんな悩みでも遠慮なくご相談ください。

専門の相談員が対応いたします。

http://www.st-support.adm.tottori-u.ac.jp/index.html
▼詳しくはWEBサイトをご覧ください

スマートフォンの
方はこちら！

■ 鳥取キャンパス　共通教育A棟2階（平日のみ 8：30～17：15）
■ 米子キャンパス　学務課学生係（平日のみ 8：30～17：00）

■ 鳥取キャンパス　共通教育棟B棟1階（平日のみ 11：00～17：00）
■ 米子キャンパス　学務課学生係（平日のみ 10：15～17：00）

【お問い合わせ】
TEL.0857-28-2333 (鳥取大学生協ショップ)

鳥取大学生協ショップ
（店頭販売のみ）

3,300円(税込)

販売
場所

価格

こんなときは相談してください

記念酒作成プロジェクトに参加して
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谷口  晋 一 教授

た に ぐ ち  し ん い ち

医学部医学科地域医療学講座

鳥取大学医学部卒業
同大医学部第一内科（現在の病態情
報内科学）内分泌専攻
米国国立衛生研究所（NIH）留学
鳥取大学医学部病態情報内科学 講師
現職

1985年
1987年

94～96年
2003年
2010年

地域医療学／家庭医療学
内分泌代謝学／内科学
読書／映画鑑賞

専門

趣味

略歴

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
重
要
性

　
鳥
取
大
学
医
学
部
に「
地
域
医
療
学
講
座
」

が
開
設
さ
れ
て
9
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　
本
講
座
の
開
設
背
景
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

や
は
り
地
方
と
都
市
部
の
間
で
医
師
の
偏
在

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
各
地

方
大
学
で
は
、
地
域
で
活
動
す
る
医
師
の
養

成
を
支
援
す
る
た
め
医
学
部
に「
地
域
枠
」を

設
け
て
学
生
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。本
学
も
毎
年
、約
20
名
の
学
生
を
募
り
、

地
域
医
療
を
中
心
に
活
動
す
る
人
材
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も「
地
域
医
療
」と
は
何

か
、
そ
の
た
め
の
教
育
は
ど
の
よ
う
に
組
み

立
て
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
講
座

の
開
設
当
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学（
病
院
）外
の
、 

地
域
に
密
着
し
て

活
動
す
る
他
の
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
し
て
い
ま
す
が
、

と
く
に
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は「
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
」（
注
1
）の
重
要
性
で
す
。
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
は
、
今
で
は「
総
合
診
療
」に
代

表
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
い
る
現
在
で
は
地
方
・
都
市
に
か
か

わ
ら
ず
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
は
複
数
の
疾
患
を
抱
え
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
医
療
の
ほ
か
に
介
護
や

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
社
会
で
の
包
括

的
な
ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ケ
ア
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
。
疾
患
を
診
る
こ
と
と
は
別
に
、
医
療

教
育
の
中
で
こ
う
し
た
社
会
ニ
ー
ズ
と
そ
の

対
応
へ
の
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
外
で
も
学
び
の
機
会
を
つ
く
る

　
本
学
医
学
部
附
属
病
院
に
は
、
た
く
さ
ん

の
診
療
科
が
あ
り
ま
す
。
大
学
病
院
で
は
、

医
学
部
の
学
生
は
基
礎
的
な
医
学
教
育
と
と

も
に
各
専
門
科
に
応
じ
た
臨
床
研
修
や
実
習

も
で
き
ま
す
。 

た
だ
、
大
学
病
院
は
特
定
機
能

病
院（
3
次
医
療
機
関
：
注
2
）で
あ
る
た
め
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

医
療
シ
ス
テ
ム
の
中
の
一
部
の
教
育
や
経
験

し
か
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
れ
は
施
設
特
性
か
ら

考
え
て
致
し
方
な
い
こ
と
で
す
。
高
齢
化
を

は
じ
め
と
し
た
現
実
的
な
社
会
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
て
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
が「
地
域
医
療

学
」教
育
と
思
い
ま
す
。
本
学
医
学
部
で
は
6

年
間
を
通
じ
て
、
地
域
医
療
に
関
す
る
基
礎

的
学
習
か
ら
実
習
ま
で
、
段
階
的
に
学
べ
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す（
図
1
）。

　
医
学
教
育
に
お
い
て
専
門
医
療
の
追
究
は

必
ず
必
要
で
す
。
た
だ
、
地
域
医
療
を
学
ぶ

上
で
、
そ
の
舞
台
と
し
て
大
学
と
そ
の
附
属

病
院
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に

あ
る
2
次
医
療
機
関
、
中
小
の
病
院
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
、
地

域
医
療
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
す
そ
野
に

お
い
て
、
そ
の
現
場
に
直
に
接
し
て
学
生
が

学
習
す
る
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
講
座
で
は
平
成
26（
2
0
1
4
）

年
、
鳥
取
県
西
部
の
日
野
町
に
あ
る
日
野
病

院
の
協
力
を
得
て「
鳥

取
大
学
地
域
医
療
総
合

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
」

（
日
野
病
院
内
）を
開
設

し
ま
し
た
。
開
設
当
初
、

学
生
の
研
修
は
総
合
診

療
の
外
来
だ
け
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
病
棟
実

習
や
健
康
講
座
な
ど
幅

広
く
学
べ
る
態
勢
を
整

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
31（
2
0
1
9
）年

4
月
に
は
大
山
町（
だ

い
せ
ん
ち
ょ
う
）の
大

山
診
療
所
に「
鳥
取
大

学
家
庭
医
療
教
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

サ
テ
ラ
イ
ト
教
育
施
設

を
中
心
に
、 

地
域
医
療

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
地
域
医
療
実
習
の
鳥
取
県
内
で
の

協
力
機
関
は
約
50
施
設
あ
り
ま
す
。

医
療
現
場
の
緊
張
感
と

責
任
感
を
体
感
す
る

　
大
学
病
院
外
で
の
実
習（
5
〜
6
年
次
）は

ご
く
短
期
の
限
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
学
生
は
、 

地
域
社
会
の
医
療
活
動
が
実

際
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
を
見
て

多
く
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
導
医
は
付
き
添
い
ま
す
が
、
学
生
が
患
者

さ
ん
に
一
人
で
向
き
合
う
場
面
も
あ
り
ま
す
。

医
学
生
は
卒
業
後
、
2
年
間
の
初
期
研
修
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
前
段
と
し

て
こ
う
し
た
実
地
経
験
は
、
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
習
を
終
え
た
学
生
か
ら
は
、「
難
し
か
っ

た
」と
か「
勉
強
し
て
き
た
知
識
を
生
か
せ
な

か
っ
た
」な
ど
の
声
を
聞
き
ま
す
。6
年
生
は
、

一
人
の
患
者
さ
ん
の
入
院
か
ら
退
院
ま
で
の

ケ
ー
ス
を
す
べ
て
体
験
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す（
写
真
1
）。
医
療
現
場
ご
と
に
緊
張
感
が

あ
り
、
患
者
さ
ん
に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を

実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
感
じ
方

は
、
大
学
病
院
と
は
少
し
違
う
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
学
生
た
ち
は
実
習
で
経
験
し
た

こ
と
を
指
導
医
と
ふ
り
返
り
、
指
導
医
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
グ
を
受
け
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
置
か
れ
て
い
る
生
活
背
景
、
家
族
、
地
域

環
境
も
含
め
て
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。
患
者

の
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
問

い
、
課
題
を
探
究
す
る
こ
と
が
、
と
て
も
大
き

な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
よ
り「
総
合
診
療
専
門
医
」が

新
た
な
専
門
領
域
に
加
わ
り
、
総
合
診
療
医

が
社
会
に
息
づ
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
発
展

は
、
大
学
と
地
域
社
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）

と
の
地
道
な
つ
な
が
り
の
中
で
培
わ
れ
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

社
会

 

貢
献

書
を
携
え
て
町
に
出
よ
う
。

医
療
現
場
は
、

町
の
中
に
あ
る
の
だ
か
ら
。

「
地
域
医
療
」っ
て
、
ど
ん
な
医
療
な
の
か
？
私
た
ち
は
そ
れ
を「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
型
家
庭
医
療
学
」と
呼
び
、

地
域
に
暮
ら
す
人
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
学
ぶ
医
学
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
1
）プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

「
患
者
の
抱
え
る
問
題
の
大
部
分
に
対
処
で
き
、
か
つ

継
続
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
家
族
及
び
地
域

と
い
う
枠
組
み
の
中
で
責
任
を
持
っ
て
診
療
す
る
臨
床

医
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
、
総
合
性
と
受
診
の
し
や
す

さ
を
特
徴
と
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
」（
米
国
国
立

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
定
義
）。
地
域
に
あ
る
医
療
や

介
護
、
保
健
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
含
ん
だ
包
括
的
な

診
療
ケ
ア
の
こ
と
。
か
か
り
つ
け
の
医
療
。
総
合
診
療
。

（
注
2
）3
次
医
療
機
関

専
門
性
の
高
い
救
急
医
療
な
ど
特
殊
な
医
療
を
提
供

す
る
医
療
機
関
。

図1　鳥取大学医学部の地域医療教育の流れ

写真1　クリニカルクラークシップⅠ・Ⅱ（平成30‐31年度）

◀指導医と回診

指導医と振り返り▶
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垣屋  知里 さん
か き や  ち さと

地域文化学科4年

東アジアプロジェクトで多様な
文化・言語

を学んだことをきっかけに、東
南アジアに

おける華僑・華人の広がり、国ご
との政策の

違いなどに興味を抱きました。
そのテーマ

で卒論に取り組むつもりです。
各プログラ

ムやマレーシア留学を通して海
外に友達が

できたし、自分の活動の場も広が
りました。

“多様性”を持った人間になりたい

小村  幸基 さん

こ む ら  こう き

地域文化学科4年

すべてのプログラムに参加して「どの
国もどこか

しらでつながっているんだ！」と実感
し、国単位

ではなく「東アジア」という広いエリ
アで物事を

考えるようになりました。海外で積み

重ねた経験を1・2年生の授業の中で発

表したのですが、こんな機会が頂ける

のもこの研究室ならではですね。

文化は国を越えてつながっている！

花房  璃奈 さん

は な ふ さ  り な 地域学科
国際地域文化コース3年

2年生の12月に台湾、そして今年3月は中国
プログラムに参加しました。現地学生との
交流がすごく楽しかった！ 帰国後は語学勉
強のやる気がアップしました。9月から半年
間、韓国・釜慶（プギョン）大学へ留学する
予定。現地調査や文献調べを積極的に行って、
卒論に生かしたいと考えています。

現地学生との交流がメチャ楽しい♪

話 題  の
研 究  室

東アジアの歴史文化と多様な関係性を紐解く

直近5年以内の

（一財）日本中国文化交流協会、
（株）近畿日本ツーリスト九州、

（株）ダイネン産業、ANA関西空港（株）、
鳥取環境大学、鳥取大学、神戸市役所　など

卒業生の主な進路

東アジア歴史文化
地域学部地域学科国際地域文化コース

柳 　 静 我 准教授 Yu Jeungah（ユウ　チョンア）担当教員

　
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
昔
か
ら
ず
っ
と
濃
密
に

関
係
し
合
っ
て
歴
史
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
1
つ
の
国
に
つ
い
て
学
ぶ
と
き
、

必
ず
周
り
を
取
り
巻
く
国
々
が
登
場
し
ま
す
。

切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪

れ
る「
東
ア
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
地
へ
出
か
け
、定
め
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
従
っ
て
調
査
を
行
っ
た
り
、
そ
の
国
の
言
語

や
歴
史
文
化
を
学
ん
だ
り
、
現
地
学
生
と
交
流

す
る
な
ど
し
ま
す
。
日
程
は
そ
れ
ぞ
れ
5
〜
10

日
間
、
参
加
者
は
毎
回
15
人
前
後
。
こ
の
研
究

室
の
学
生
は
、
全
員
が
ほ
ぼ
す
べ
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
学
び
の
テ
ー
マ
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
例
え
ば
今
年
の
テ
ー
マ
は「
東
ア
ジ
ア

の
開
港
」。
台
湾
の
淡
水
、
中
国
の
厦
門
な
ど

各
国
の
開
港
地
を
訪
れ
、
そ
の
歴
史
や
発
展
の

経
緯
、
現
在
の
様
子
な
ど
を
調
査
し
、
現
地
の

雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
共
通
の

テ
ー
マ
で
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
国
ご
と
の

違
い
や
共
通
点
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
学
び
の
深
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
多
く
の
時
間
を
共
に

過
ご
す
鳥
大
生
と
各
国
学
生
は
、
と
て
も
仲
良

く
な
り
ま
す
。
帰
国
後
も
S
N
S
等
を
通
じ
て

友
人
関
係
が
続
い
て
お
り
、自
然
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
感
覚
が
育
っ
て
い
る
よ
う
で
、互
い
の
言

語
や
歴
史
文
化
を
深
く
理
解
し
合
う
こ
と
で
次

第
に
国
境
と
い
う
ラ
イ
ン
を
意
識
し
な
く
な
り
、

「
東
ア
ジ
ア
」と
い
う
広
い
エ
リ
ア
で
物
事
を

捉
え
る
感
覚
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
ら

授
業
で「
東
ア
ジ
ア
」の
説
明
を
し
て
も
、
言
葉

だ
け
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
も
の
。
こ
の
感
覚
は
、

実
際
に
各
国
へ
足
を
運
び
、
現
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
や
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
か
ら
こ
そ

養
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
そ
う
い
う
感
覚
や
学
び
方
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

で
あ
り
、
私
の
願
い
で
す
。

　
今
年
は
東
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
新
た
に

香
港
中
文
大
学
の
学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
エ
リ
ア
を
増
や
し
た

い
で
す
し
、
学
術
的
な
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

場
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼミの様子

東アジアプロジェクト

韓国プログラム
中国プログラム

東アジアプログラム

台湾プログラム

東アジアで語学力と現地感覚を持って活躍できる
人材を育成するプロジェクト。地域学部生であれ
ば誰でも参加OK。台湾・韓国・中国の各プログ
ラムでは鳥大生が現地へ、東アジアプログラムで
は逆に各国学生が来訪、相互交流を図る。

自
分
の
ボ
ー
ダ
ー
が
広
が
る
学
び

ジ
ア

東

ア

　特徴的な文明や民俗文化、宗教、交易、動乱や同盟など、各国間で
影響を及ぼし合ってきた東アジアの歴史文化は、時に映画やTV番組、
舞台の題材として取り上げられることがあるほど壮大でドラマチックだ。
この研究室では、その詳細を文献・資料で調べたり現地調査するなどして
研究を進めている。テーマは、中国の媽祖信仰、江戸時代の朝鮮通信使、
東アジアにおける辛亥革命の意義などさまざまだが、学生たちは単に
過去を学ぶだけでなく、これからを生きる知恵と力にしようと奮闘している。
　研究室の雰囲気は朗らか。ゼミの前にはみんなでおやつを食べ、リラッ
クスしてから臨むのだとか。気持ちを盛り上げた後、学びのほうへグッと
引き込んでくれる柳静我准教授に学生たちは厚い信頼を置く。
　そんな柳准教授、実は4カ国語を操るマルチリンガル。研究を進める上
で言語の習得は不可欠なので、その能力を生かして毎週韓国語と中国語
の勉強会を開き、語学力向上を後押し。こうした勉強会や現地調査、
海外学生との交流をきっかけに、研究室では留学を志す者が多い。
「多様な言語・文化を理解できることは必ず強みになる。机上の勉強だけ
でなく実際に現地を見て学び、広い視野を持つことが大事」と、東アジア
各国を飛び回ってきた自身の知識と経験を惜しみなく伝えている。

ま　そ

‐柳先生が行う海外演習‐

10 09



転覆した時に助けてくれた海外の選手に
感謝！

世界の川好きな人
たちと

ラフティングできて

幸せでした！

体育会探検部女子ラフティングチーム
ほうすう

「鳳雛」

本
格
的
な
探
検
か
ら

身
近
な
好
奇
心
ま
で

　

探
検‐

。
そ
れ
は
未
知
の
領
域
へ
足
を
踏
み

入
れ
、何
か
を
探
り
出
す
こ
と
。
鳥
取
大
学
体

育
会
探
検
部
は
、山
登
り
か
ら
洞
窟
探
検
、川

下
り
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
か
ら
、「
こ
れ
を

や
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
身
近
な

好
奇
心
を
満
た
す
挑
戦
ま
で
、幅
広
い
分
野
に

冒
険
を
挑
み
、自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

　
「
大
学
時
代
に
し
か
で
き
な
い
経
験
が
た
く

さ
ん
で
き
る
。
特
に
川
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
下
る

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
始
め
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
自
分
の
頑
張
り
次
第
で
上

位
を
狙
う
こ
と
が
で
き
る
」と
語
る
の
は
、
副

部
長
の
志
茂
優
樹
さ
ん（
農
学
部
3
年
）。

　

探
検
部
に
入
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
新
人
戦
に
出
場
し
、
そ
の

後
、
競
技
と
し
て
大
会
出
場
を
目
指
す
メ
ン

バ
ー
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
全
国
大
会
で
の

入
賞
や
世
界
を
目
標
に
湖
山
池
や
四
国
の
吉

野
川
な
ど
で
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
男
子
チ
ー
ム
は
何
度
か
全
国
大

会
で
入
賞
を
果
た
し
、
世
界
大
会
で
メ
ダ
ル

も
獲
得
。今
年
5
月
に
は
女
子
チ
ー
ム「
鳳
雛
」

が
世
界
大
会
に
出
場
し
、
2
部
門
で
3
位
入

賞
に
輝
い
た
。
鳳
雛
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
溝
手

咲
子
さ
ん（
工
学
部
3
年
）は「
流
れ
に
き
れ

い
に
ボ
ー
ト
を
乗
せ
て
難
所
を
下
り
、
設
置

さ
れ
た
ゲ
ー
ト
を
全
通
で
き
た
時
の
達
成
感

は
大
き
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

楽
し
く
過
酷
な
活
動
が

生
き
る
力
を
育
む

　

も
ち
ろ
ん
ス
ト
イ
ッ
ク
に
競
技
の
成
果
を

求
め
る
だ
け
が
探
検
部
で
は
な
い
。「『
や
っ

て
み
た
い
』と
声
を
上
げ
た
ら『
い
い
ね
！
』

と
賛
同
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
の
が
う
れ

し
い
」と
倉
田
尭
直
さ
ん（
農
学
部
3
年
）。

豚
の
丸
焼
き
や
窯
か
ら
手
作
り
す
る
タ
ン
ド

リ
ー
チ
キ
ン
作
り
な
ど
興
味
あ
る
こ
と
を
実
行

に
移
し
、
活
動
の
内
容
や
反
省
を
記
録
し
て
次

に
生
か
し
て
い
る
。

　

洞
窟
探
検
で
は
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
と
ツ
ナ

ギ
服
を
着
込
ん
で
代
々
残
る
地
図
と
先
輩
た

ち
か
ら
教
わ
っ
た
知
識
を
基
に
本
格
的
な
洞

窟
探
索
に
挑
み
、
夏
季
休
暇
恒
例
の
部
員
全

員
参
加
の
合
宿
で
は
兵
庫
県
の
家
島
諸
島
に

あ
る
自
然
学
校
で
キ
ャ
ン
プ
を
存
分
に
楽
し

ん
だ
。「
で
も
、
楽
し
い
だ
け
で
は
な
い
」と

志
茂
さ
ん
。
ほ
ふ
く
前
進
で
し
か
入
れ
な
い

よ
う
な
狭
い
洞
窟
を
進
ん
だ
り
、
3
日
分
の

荷
物
を
背
負
っ
て
山
道
を
40
分
か
け
て
登
っ

た
り
と
、
か
な
り
の
過
酷
さ
を
伴
う
活
動
も
。

「
普
通
の
大
学
生
は
う
ら
や
ま
し
い
と
思
わ

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ぼ
く
た
ち
は

か
な
り
楽
し
い
」と
笑
う
倉
田
さ
ん
。

　

探
検
部
で
養
わ
れ
た
サ
バ
イ
バ
ル
力
と
忍

耐
力
、
行
動
力
は
、
彼
ら
に
〝
ど
こ
で
も
生
き

て
い
け
る
〞
た
く
ま
し
さ
と
経
験
値
を
与
え

て
い
る
。

大学時代にしかできない冒険に挑む！

C H E C K  T H I S  O U T !

鳥 大 生 の 活 躍 を 紹 介 し ま す

U23
女子

日本
代表

として 世界大会に出場！

　今年５月にオーストラリアのタリー川で開かれた世界
ラフティング選手権に、探検部女子チーム「鳳雛」がU23
女子の日本代表として初出場し、スラロームとヘッドトゥ
ヘッドの2部門で3位入賞に輝いた。世界ラフティング選
手権は急流をボートで下ってタイムや得点を競う大会で、
地元オーストラリアをはじめ、イギリス、インドネシアな
ど5カ国が参加。メンバーはキャプテンの溝手さんと別所
泉さんの3年生2人と、加藤ひなのさん、奥出美知世さん、
岸華代さん、田邉望美さんの2年生4人で編成し、世界選手
権まで、真冬の千代川や早朝の湖山池、吉野川などで厳し
い練習を重ねてきた。溝手さんは「世界的にレベルの高い
川で、世界のチームといいレースができた」と充実した表
情で語ってくれた。

ラフティング世界選手権オーストラリア2019

2部門で3位入賞しました

私たち6人が
世界へ挑戦！

イギリス戦で気迫のスタート！

イギリス戦で気迫のスタート！
流れの穏やかな場所では

皆で力を合わせて！
流れの穏やかな場所では

皆で力を合わせて！

次のゲートを
目指して！

次のゲートを
目指して！

お世話になった日本代表監督で

鳥大OGの華さんと！

お世話になった日本代表監督で

鳥大OGの華さんと！

地元の高校生が旗を描いてくれました！

地元の高校生が旗を描いてくれました！

表彰式にて満面の笑み！
表彰式にて満面の笑み！

ヘッドト
ゥヘッド

スラロ
ーム 他の国の選手とＴシャツを交換して国際交流できました！

ほ
う
す
う
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教
養
の
場

農学部共同獣医学科

井口  愛 子 講師

い ぐ ち  あ い こ

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

鳥取大学農学部獣医学科卒業
山口大学大学院連合獣医学研究科修了
帯広畜産大学原虫病研究センター
JSPS特別研究員
岩手大学附属動物病院 助教
現職

2011年
2014年
2014年

2016年
2018年

読書／ホットヨガ／食べ歩き趣味
小動物臨床検査学／内科学専門

略歴

工学部機械物理系学科

石川　 功 助教

い し か わ  た く み

東京大学工学部機械工学科卒業
同大大学院工学系研究科機械工学専攻
修士課程修了
同 博士課程修了
現職

2014年
2016年

2019年
2019年

スポーツ／読書／将棋趣味
トライボロジー（摩擦・摩耗・潤滑）／表面機能工学専門

略歴

鳥取大学着任日：2018年10月

鳥取大学着任日：2019年4月1日

　
本
講
義
で
は
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域

に
見
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
文
化
を
学
び
、理
解

し
考
え
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
う
に
、

世
界
中
の
ど
こ
で
も
同
じ
ル
ー
ル
で
現
代
的
価
値

観（
平
等
や
安
全
、
自
由
）の
下
、
世
界
の
リ
ン
ガ

フ
ラ
ン
カ（
共
通
言
語
）と
し
て
行
わ
れ
る「
国
際

ス
ポ
ー
ツ
」と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
の

お
の
の
地
域
文
化
に
根
差
し
、
独
自
の
価
値
を

再
生
産
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る「
民
族（
伝
統
）

ス
ポ
ー
ツ
」（
外
国
語
的
存
在
）と
呼
ば
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
に
国
際

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
母
国
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
人
々
に
と
っ
て
は
地
域
を
表
象
す
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

一
言
で「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
っ
て
も
実
は
多
様
な

存
在
で
あ
り
、
そ
れ
は
健
康
も
し
か
り
で
す
。

講
義
で
は
そ
れ
ら
を
通
し
て
各
地
の
文
化
や

世
界
観
を
総
合
的
に
学
び
ま
す
。

　
教
養
科
目
は
よ
く「
思
考
の
基
礎
」を
養
成
す

る
部
門
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
同
時
に「
人
生
の
基

準
」を
醸
成
す
る
空
間
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
他
の
文
化
を
考
え
る
事
は
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
空
間
の
価
値
や
意
味
を
考
え
る
事
に
も

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
営
み
の
中
で
自
分
自
身

を
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
郷
里
、
日
本
に
つ
い
て

感
じ
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
を
見
渡

せ
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
表
面
に
つ
い
て
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
実
は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は

表
面
の
性
質
を
利
用
し
た
製
品
、
技
術
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
洗
剤
は
服
と

汚
れ
の
表
面
に
界
面
活
性
剤
が
入
り
込
む

こ
と
で
汚
れ
を
落
と
し
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ

ン
は
、
テ
フ
ロ
ン
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
面
に
撥
水
性
を
持
た
せ
、
食
材
と
鉄
板
が

焦
げ
付
き
に
く
い
表
面
に
変
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
私
は
大
学
時
代
に
、
表
面
に
薄
膜
を
成
膜

し
、
摩
擦
特
性
を
向
上
さ
せ
る
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
表
面
に
1
千
分
の
1
ミ
リ
ほ
ど
の

薄
い
膜
を
つ
け
る
こ
と
で
、
摩
擦
を
格
段
に

下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
特
殊
な
条
件
下
で
は

摩
擦
が
ほ
ぼ
0
に
な
る
特
性
を
付
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
摩
擦
が
な
い
世
界
も

夢
で
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
よ
う
に
表
面
科
学
を
駆
使
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
表
面
に
付
加

で
き
ま
す
。
私
が
現
在
所
属
し
て
い
る
ナ
ノ

シ
ス
テ
ム
解
析
学
研
究
室
で
は
こ
の
表
面
の

特
性
を
原
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
、
表
面
の
実

態
に
迫
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
表
面
っ
て

実
は
原
子
レ
ベ
ル
の
力
を
起
源
と
し
て
お

り
、
未
開
拓
分
野
な
の
で
す
。
表
面
科
学
を

解
明
し
、
新
た
な
表
面
を
創
生
す
る
醍
醐
味

を
学
生
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
大
学
・
社
会
に
お
け
る
勉
強
は
こ
れ
ま
で

の
中
学
校
や
高
校
の
受
動
的
な
勉
強
と
は

異
な
り
、
自
分
で
考
え
、
発
見
し
、 

解
決

す
る
能
動
的
な
勉
強
に
な
り
ま
す
。
私
の

教
育
者
と
し
て
の
目
標
は
、
学
生
が
社
会
に

出
て
も
自
信
を
持
て
る
よ
う「
自
ら
考
え

る
力
」を
養
う
指
導
を
す
る
こ
と
で
す
。

社
会
に
出
て
何
か
問
題
が
起
こ
っ
て
も
め

げ
ず
に
立
ち
向
か
う
勇
気
と
そ
の
方
法
を

持
っ
た
学
生
を
輩
出
し
た
い
で
す
。

　
私
は
鳥
取
大
学
の
出
身
で
す
。
大
学
院

を
含
め
計
9
年
間
の
学
生
生
活
を
こ
の
鳥

取
で
過
ご
し
ま
し
た
。
9
年
、
と
聞
く
と

と
て
も
長
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、

思
い
の
ほ
か
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
す
。

け
れ
ど
そ
の
中
で
私
は
多
く
の
大
切
な

も
の
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
人
と
の

出
会
い
で
す
。
同
級
生
、
先
輩
・
後
輩
、
先

生
方
に
恵
ま
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
に
戻
っ

て
き
て
間
も
な
く
、
そ
の
中
の
多
く
の
人

が
会
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど

大
学
で
の
出
会
い
は
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
次
に
、
私
は
獣
医
師
と
し
て
の
職
務
・

研
究
に
出
会
い
ま
し
た
。
附
属
動
物
医
療

セ
ン
タ
ー
は
二
次
診
療
施
設
と
し
て
高
度

獣
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
診
断
・
治
療

が
困
難
な
犬
や
猫
に
対
し
各
種
検
査
・
治

療
を
行
い
、
少
し
で
も
飼
い
主
様
と
動
物
が

穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
ま
た
私
は
、「
犬
バ
ベ
シ
ア
症
」と

い
う
感
染
症
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
感
染
症
と
は
学
生
の
頃
に
卒
業
研
究

の
テ
ー
マ
と
し
て
出
会
い
、
か
れ
こ
れ
10

年
近
く
お
付
き
合
い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
再
発
す
る
問
題
、
全
国
で
発
生
が
増

え
て
い
る
問
題
、
と
課
題
は
山
積
み
で
す
。

こ
の
感
染
症
で
苦
し
む
犬
、
飼
い
主
様
を

少
し
で
も
多
く
救
え
る
よ
う
に
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
努
力
、
努
力
と
い
う
と
大
変
そ
う
で
す

が
、
美
味
し
い
も
の
と
も
出
会
い
ま
し
た
。

学
生
の
頃
に
出
会
っ
た
カ
レ
ー
屋
さ
ん
、

焼
き
鳥
屋
さ
ん
は
今
で
も
通
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
は
野
菜
が
安
く
美
味
し
い
も
の
が

多
い
で
す
。
ぜ
ひ
自
分
の
お
気
に
入
り

に
な
る
よ
う
な
出
会
い
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

表
面
っ
て
不
思
議
で
奥
が
深
い

出
会
い
を
大
切
に

奥村はるか さん

お くむ ら

　とても深く、考えさせられる話が多かっ
たです。特に、政治哲学者マイケル・サンデ
ルの話はとても面白かったです。言われて
みれば当たり前なのにそれに気づかなかっ
たので「目からうろこ」でした。瀬戸先生の
話もとても面白く、とてもためになりました。

● 授業を受けた感想は？

　1年生になって初めて授業を選択するに
当たって、興味が惹かれるものを選ぼうと
思っていました。私は運動が好きですが、
ただスポーツのことを知るだけでなく、
スポーツと健康文化についてどのような関
係にあるのか、深く興味が湧いたからです。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
は
世
界
の

リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ（
共
通
言
語
）で
あ
り
、

同
時
に
外
国
語
で
あ
る

教育支援・国際交流推進機構
教育センター

担当教員

瀬戸 邦弘准教授

せ と  くに ひ ろ

農学部生命環境農学科1年

全学共通科目
入門科目

教養
科目

2019年のラグビーワールドカップや2020年の東京オリンピックを目前に控えて、
日本中の人々は「スポーツ」に夢中なようです。ところで、このように我々を
熱狂させる「スポーツ」とは一体どのような存在なのでしょうか。また、それを
支える身体や健康とはどんな存在なのでしょうか。少し考えてみましょう。

世界のスポーツ・健康文化論

外国語
科目

健康
スポーツ
科目

健康
スポーツ
科目

専門科目

素敵な大人

知と実践の融合

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

世界の広さと多様性を知る事と感じる事、
そして考える事の大切さ
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　本学の特集記事が、朝日新聞朝刊「国公立大学進学のすすめ
2019」に掲載されました。「世界に貢献する乾燥地研究の
拠点」と題して、砂漠化や食糧危機など世界的な乾燥地問題
に組織的に取り組む乾燥地研究センター、地域の課題解決
から始まり世界を舞台にした研究を行っている本学の強み、
乾燥地研究センターの歴史などを紹介しております。また、
メキシコやウガンダに海外留学した本学の学生2名による
留学体験や、インタビューを通して語られた学長からのメッ
セージといった、学長、教員、学生の視点から伝えられる、
本学の魅力が詰まった誌面となっております。朝日新聞
デジタルの特集ページにも掲載されておりますので、ぜひ
ご覧ください。

「国公立大学進学のすすめ2019」に掲載

2019.7.12

　本学と学術交流協定を締結している韓国・南ソウル大学校
との交流事業「第14回海洋環境問題を考える日韓学生実践
プログラム」を実践し、南ソウル大学校から8名、群山大学校
から6名の計14名が参加しました。
　今回は、鳥取砂丘海岸、琴浦町赤碕海岸、米子市弓ヶ浜海岸
に加え、京都府宮津市や福井県小浜市の海岸を含めた約
300kmにわたる地域において、海岸清掃や環境セミナーなど
の活動を実施し、賀露海岸では、本学学生と共にマイクロプ
ラスチックの回収調査や汚染状況の把握を行いました。また、
鳥取砂丘近くの海岸では本学学生のほか、鳥取市、国際交流
団体、ボランティアの方等と協働して海岸清掃を実施し、漂着
ごみによる海岸汚染問題の解決策について話し合いました。

　工学部では、誰でも自由に利用できるシェア傘を工学部棟
正面玄関に設置しており、利用者から感謝の言葉が寄せられ
ています。
　この企画は、学生がグループを構成し、課題を見つけ、解決・
改善することを目的とした授業「土木・社会経営プロジェクト」
の中で、そのうちの1グループの提案によって生まれたものです。
　企画メンバーの工学部社会システム土木系学科3年の谷渕
さんは、「鳥取は突然雨に降られることも多く、傘がなくてび
しょ濡れになって歩いている学生をよく見かけるため、シェア
傘の需要があると考えた。今回の調査で、シェア傘のニーズや
返却率も高いことがわかったので、今後も活動を続け、シェア
傘を大学全体に広げたい」と意欲を語りました。

　アラブ首長国連邦（UAE）のカリド・アルアメリ駐日特命
全権大使らが、鳥取県訪問の一環として本学に来学し、中島
学長を表敬訪問しました。中島学長は、昨年にUAEの国際塩
生農業研究センターと本学が学術交流協定を締結したこと
を紹介し、アルアメリ大使の訪問を機に今後ますますUAEと
の交流を深めていきたいと挨拶をしました。
　表敬訪問後には、アルアメリ大使から本学学生及び教職員
約60名を対象にご講演いただきました。講演では、UAEと
日本との関係をはじめ、「多様性と寛容」を大事にする精神が
UAE経済発展の原動力となったことなどの紹介があり、参加
者らとUAEにおける教育等に関する質疑応答が交わされる
など、本学にとっても貴重な機会となりました。

　学生が県内自治体の地方創生事業について学び、課題の
解決や新たな事業の提案を行う「地方創生政策体験学習」の
成果発表会が行われました。
　学生たちは体験学習で、本学と連携協定を結んでいる5つの
自治体を訪問し、自治体職員とのディスカッションや事業関
係者へのヒアリング等により、課題に対する情報を収集しま
した。その後、体験学習で学んだ事業についてグループで
分析・評価し、必要性・有効性・効率・公平性といった観点で
「模擬事業仕分け」を実施。学生ならではの改善策や提案に、
自治体職員からは「町の事業を自分たちと違う角度で見てま
とめてくれたことは町にとっても有益。この気付きを今後も
色々な分野で役立ててほしい」と高い評価を得ていました。

韓国の大学生と海岸清掃活動を実施

2019.6.28-7.6

工学部棟正面玄関に
「学内シェア傘」を設置

2019.9.25

アラブ首長国連邦（UAE）の
駐日特命全権大使が本学を表敬訪問

2019.9.10

　当院では、2010年に全国に先駆けて手術支援ロボット「ダ
ヴィンチ」を導入しました。診療科の垣根を越えた横断的診
療体制で、全国でもトップクラスの実績を積み重ねています。
6月に節目となる1000例に達したことを記念して「ロボット
手術1000例記念特別講演会」を開催しました。
　オープニングでは原田病院長の挨拶に続き、伊木米子市長
から祝辞を頂きました。また、当院でロボット手術を受け
られた患者さんから、当時を振り返り、思いや今の様子を
お話しいただいたほか、日本ロボット外科学会の渡邊剛理
事長をお招きし、難しいとされる心臓手術のロボット手術
について、現状や将来展望を解説いただくなど、改めて当院
のロボット手術の歩みと今後を共有する機会となりました。

医学部附属病院
「ロボット手術1000例記念特別講演会」
を開催 2019.9.28

　中島学長をはじめ、学生および教職員が鳥取砂丘除草ボラ
ンティアに参加しました。鳥取砂丘では1970年頃から外来種
の雑草が繁茂し、砂の移動が減少することにより、独特の風紋
や砂簾が見られにくくなったり、砂丘本来の美しい景観を損ね
たりするなど、砂丘の草原化が深刻な問題となっています。
　鳥取砂丘の自然景観を後世に伝えることを目的として、
鳥取砂丘景観保全協議会が平成16年度からボランティア除草
活動を行っており、本学もこの事業の趣旨に賛同し、雑草が
発芽・成長する夏の後半の時期に毎年度多数の学生及び
教職員が参加しています。今回は悪天候の中での作業とな
りましたが、約250名が参加し、午後5時30分から約1時間、
一本一本丁寧に除草しました。

学生、教職員が
鳥取砂丘除草ボランティアに参加

2019.8.28

地方創生政策体験学習の
成果発表会を開催

2019.9.27
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本
号
の
特
集
で
は
、
鳥
取
大
学
70
周
年

事
業
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
念
酒
造
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
製
造
さ
れ
ま
し
た〝
オ
ー
ル
鳥
大
〞製
の

日
本
酒
は
、
農
学
部
で
保
存
し
た
種
子
を

農
場
で
栽
培
し
、
醸
造
さ
れ
た
お
酒
で
す
。

本
学
生
協
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
広
報
誌
編
集
専
門
委
員
会
で
は
各
委

員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
記
事
を
作
成
し
よ
う
と
鋭

意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎
回

ご
回
答
い
た
だ
い
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
、
本
誌「
風
紋
」が
、
保
護
者
の

皆
様
や
地
域
の
皆
様
へ
、
本
学
の
現
状
を

お
知
ら
せ
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
読

者
の
皆
様
へ
、
期
待
感
や
安
心
感
を
お
届

け
で
き
る
様
な
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
と
い
え
ば
、
大
き
な
目
玉

は
研
究
で
す
。
第
62
号
で
ご
紹
介
し
た
よ

う
な「
鳥
取
大
学
の
特
色
あ
る
研
究
」に

つ
い
て
、
今
後
、
よ
り
深
く
解
り
や
す
く

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
次
号
の
第
64
号
で
は「
就
活
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
本
学
の
学
生
さ
ん
の

就
活
の
現
状
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 編 集 後 記

E d i t o r ' s  n o t e

　
柔
道
部
は
、
毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
の

週
3
回
、
武
道
場
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

武
道
場
は
他
の
部
活
も
使
用
し
て
い
る
の

で
、1
日
の
練
習
時
間
は
2
時
間
程
度
で
す
。

部
員
28
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
5
人
で
活
動

し
て
お
り
、
柔
道
経
験
者
も
い
れ
ば
、
大
学

か
ら
柔
道
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
。

　
練
習
内
容
は
体
操
、柔
軟
運
動
で
部
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、柔
道
の

基
本
的
動
作
の
受
け
身
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
実
践
的
な
練
習
で
寝
技
、
立
ち
技

の
研
究
、
乱
取
り
、
打
ち
込
み
、
組
手
な
ど

を
し
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
部
員
の
意
見

を
尊
重
し
て
、
部
員
全
員
で
話
し
合
っ
て

決
め
て
い
ま
す
。
試
合
後
の
練
習
で
は
、

試
合
で
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
重
点
的

に
見
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
練
習
時
に
は
上
下
関
係
が
な
い

よ
う
に
心
が
け
て
お
り
、
寝
技
、
立
ち
技
の

研
究
で
は
、
お
互
い
が
気
に
な
っ
た
点
を

下
級
生
か
ら
で
も
指
摘
が
で
き
る
雰
囲
気

づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
雰

囲
気
づ
く
り
は
、
部
員
同
士
の
仲
が
良
い
か

ら
で
き
る
こ
と
で
す
。
勉
強
優
先
の
た
め

練
習
の
参
加
は
自
由
で
す
が
、
部
員
の
多
く

は
厳
し
い
練
習
に
積
極
的
に
来
て
、
柔
道
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
練
習
中
は
真
剣
に

柔
道
に
打
ち
込
み
、
練
習
外
は
部
員
同
士
で

談
笑
し
て
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
部
活
で
す
。

今
は
部
員
数
が
多
く
、
雰
囲
気
が
と
て
も

良
い
で
す
。
大
会
で
は
確
実
に
初
戦
突
破
、

簡
単
に
は
負
け
な
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
目
標
は
、
中
国
五
大
学
学
生
競
技
大
会
で

団
体
戦
2
位
以
内
に
な
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

今
ま
で
と
は
違
う
鳥
取
大
学
柔
道
部
を

見
せ
つ
け
た
い
で
す
。

i r c l e  A c t i v i t i e s

※サークル紹介記事は学生広報スタッフが担当しました。

体
育
会
柔
道
部

C

速見  大輝さん

はやみ  だいき

工学部社会システム
土木系学科 2年

吉田　豊さん

よしだ  ゆたか

地域学部地域学科
地域創造コース 3年

部長

サ
ー
ク
ル
紹
介

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

（
T
・
A
）

【
特
集
：
鳥
取
大
学
の
特
色
あ
る

研
究
】

▼
鳥
取
砂
丘
の
乾
燥
地
研
究
に
つ

い
て
特
に
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た（
40
代
・
女
性
）

▼
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
大
学
で

何
を
学
ん
で
い
る
の
か
？ 

保
護
者

と
し
て
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
今

回
も
特
集
を
組
ん
で
い
た
だ
け
て

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。（
40
代
・

女
性
）

【
話
題
の
研
究
室
：
工
学
部  

信
頼

性
・
設
計
工
学
研
究
室
】

▼
様
々
な
研
究
室
が
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
20
代
・

男
性
）

▼
普
段
の
学
生
生
活
で
は
知
り
得

な
い
、
自
分
の
通
う
大
学
の
知
ら

な
か
っ
た
自
慢
で
き
る
一
面
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。（
20
代
・
男
性
）

【
羽
ば
た
く
卒
業
生
】

▼
先
輩
た
ち
が
卒
業
後
ど
の
よ
う

な
進
路
に
進
ん
で
活
躍
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
と

て
も
参
考
に
な
っ
た
。（
10
代
・

女
性
）

【
こ
ん
な
ご
意
見
も
】

▼
息
子
は
下
宿
を
し
て
い
る
の
で
、

大
学
の
情
報
が
な
か
な
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
広
報
誌
の
お
か
げ

で
、
大
学
の
様
子
が
わ
か
っ
て
、
助

このコーナーでは、前号（62号）の読者アンケートに寄せられた読者の皆さんの声をお伝えします。
誌面作りに活かしていきますので、風紋への感想やご意見などをお寄せください。

リーダーズ・ボイス
R e a d e r ’ s  V o i c e

か
っ
て
ま
す
！（
50
代
・
女
性
）

▼
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。
ス
テ
キ
な
大
学
で
す
ね
。

親
と
し
て
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。（
40
代
・
女
性
）

▼
大
学
内
外
で
様
々
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
が
楽
し

み
で
拝
見
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生

の
活
躍
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
50
・
代
女
性
）

▼
学
生
の
生
の
声
を
も
っ
と
載
せ

て
ほ
し
い
。（
50
代
・
女
性
）

▼
地
元
と
の
連
携
の
な
か
か
ら
、

鳥
大
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
取
り

組
み
の
紹
介
に
も
期
待
し
ま
す
。

（
60
代
・
男
性
）

▼
と
て
も
読
み
や
す
く
、
鳥
取
大

学
を
身
近
に
感
じ
る
と
共
に
親
し

み
が
湧
き
ま
し
た
。（
30
代
・
男
性
）

▼
大
学
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
、

い
つ
も
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
我
が
子
は
近
い
将
来
、
留
学

に
興
味
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
ま

た
特
集
な
ど
の
記
事
を
載
せ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。（
40
代
・
女
性
）

▼
県
外
出
身
者
で
鳥
大
で
学
ん
で

い
る
学
生
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
コ
ー

ナ
ー
な
ど
あ
る
と
良
い（
50
代
・

男
性
）

▼
鳥
大
の
活
躍
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
ち
ま
し
た
。

学
生
達
が
も
っ
と
地
元
に
残
っ
て

く
れ
た
な
ら
、
鳥
取
県
の
未
来
は

明
る
い
の
に
…
と
ち
ょ
っ
と
さ
み
し

い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

（
50
代
・
女
性
）

鳥取大学は昭和24年（1949年）に開学され、令和元年（2019年）

で創立70周年を迎えます。創立70周年にあたり、記念事業と

して、記念式典、記念講演会等の開催を予定しております。

皆様方におかれましては、記念事業にご賛同いただき、ご支援

いただきますよう心からお願いいたします。

なお、ご寄附は「鳥取大学みらい基金」にて、記念誌の発行、記念

式典、記念講演、記念酒醸造、記念植樹等に運用いたします。

国立大学法人 鳥取大学 総務企画部 総務企画課

Tel 0857-31-5006
〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　E-mail  kikin@ml.adm.tottori-u.ac.jp

詳しくは

お問い合わせ
鳥取大学の基金

※1口1,000円から、何口でも結構です。

ご寄附：1口 1,000円

ご寄附いただいた方へ

ホームページ（芳名録）への掲載 両キャンパスに銘板を掲示
（個人10万円以上、法人等20万円以上）

広報誌「風紋」の贈呈
（送付期間：寄附をいただいてから1年間）

70周年記念誌の贈呈
（２万円以上ご寄附いただいた希望者）

ご協力をお願いする寄附金

1718



3名様3名様

記念酒
鳥大古希新
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〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-5006　FAX.0857-31-5018
［ E -メール ］toridai-kouhou@ml.adm.tottori-u.ac.jp　［ ホームページ ］https://www.tottori-u.ac.jp

編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会 2019年11月発行

鳥取鳥取鳥取鳥取大学大学大学大学広報広報広報広報誌誌誌誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  www.tottori-u.ac.jp/ask  をご覧ください

塩﨑一郎（工学部）西村正広（医学部）
川村　優（総務企画課）

筒井宏樹（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

會見忠則（委員長・農学部）
遠藤常嘉（農学部）

サイエンス・アカデミーのご案内
プレゼントが当たる!
今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見
やご要望をお待ちしています。アンケートにご協力
いただいた方の中から抽選で計13名様にプレゼン
トを進呈いたします。

アンケートのご回答はこちらから

読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には
使用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって
代えさせていただきます。

プレゼント応募締切 1/31（金）

※記念酒へのご応募は20歳以上の方に限らせていただきます。

日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00

コミュニティ・デザイン・ラボ（鳥取大学広報センター1階）会場

鳥取県立図書館 2階 大研修室（鳥取市尚徳町101）会場

お問い合わせ 鳥取大学地域価値
創造研究教育機構企画管理室 TEL 0857-31-6777

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N 申込不要

受講料無料

米子市立図書館、倉吉市立図書館、琴浦町図書館、加藤文太郎記念図書館で
ライブ中継による聴講ができます。LIVE

テーマ

講  師
「悲しむ」という営み ～人が人であり続けるということ～
医学部 保健学科 看護学専攻　准教授 安藤 泰至

1 25 土
2020

テーマ

講  師
【part1】 木材に秘める魅力と可能性
地域価値創造研究教育機構 地域連携URA　特命助教 堤 晴彩

テーマ

講  師
【part2】 大学生からみた林業のいま ー林業合宿を終えてー
農学部 生命環境農学科 3年　牧 尚澄

11 23 土
2019

テーマ

講  師
スギと日本人
智頭の山人塾　塾長 山本 福壽

12 14 土
2019

木を見て森も見るシリーズテーマ

身近な心理学に触れるテーマ
10名様10名様

創立70周年記念
オリジナル
グッズセット

B賞

お好きな商品を選んでいただけます！

お好きな商品を選んでいただけます！




